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1 区における…
まちづく り の方向性…

7 区におけるまちづく り の方向性 基本計画

新潟市はこ れまでの間、 分権型政令市を 目指し 、 市民生活に密着し た行政サービ スはでき るだけ区役所が

行う こ と ができ るよう 、 8 つの区役所を 市政のメ ーンステージと 位置づけ、 区が持つ権限や財源の強化を 図っ

てき まし た。

また、 地域のこ と を 地域自ら が考え 、 自ら が行動でき るこ と を 目指し 、 自治基本条例の制定や、 区自治協

議会
＊1

の設置により 、 地域の特性を 活かし た自治を 進めてき まし た。

8 つの区は、 それぞれの地域を 形づく っ てき た歴史と 固有の文化、 地域資源や風土に合っ た産業など、 様々

な特色と 魅力にあふれています。 それぞれの区の持つ特色と 魅力が「 新潟市」 と いう 集合体と し て一つにな

るこ と で、「 都市と 田園の調和により も たら さ れる暮ら し やすさ 」 を はじ めと し た、 新潟市の「 強み」 を 生み

出し ています。

人口減少時代に躍進する 「 活力あふれる まち づく り 」 と 「 持続可能なまち づく り 」 を 進め「 田園の恵みを

感じ ながら 　 心豊かに暮ら せる 　 日本海拠点都市」 を 実現する ためには、 区の特色を 活かし たまち づく り を

推進する と と も に、 区を 超えた連携や多様な主体と の協働を 進め、 その魅力を 発展さ せ続けていく こ と が重

要です。

こ れまで以上に区の特色を 前面に押し 出し ながら 、 地域の特性を 活かし た活力と 魅力あふれる 区づく り を

進めら れる よ う 、 必要な予算や権限を 持つ自治性の高い区役所を 目指し 、 まち づく り の多様な主体と 一体と

なっ て区政を 推進し ていき ます。

併せて、 安心し て暮ら せる 社会、 持続可能な住民自治の仕組みを つく り あげていく ため、 市民や地域と 進

める住民自治を 一層推進し ていく こ と で、 分権型の市政運営を 行います。

こ う し た考えのも と 、 区民のご意見を お聞き し ながら 、 区自治協議会と 区役所が協力・ 連携し て策定し た、

区におけるまちづく り の基本的な方針と なる「 区ビジョ ン基本方針」 を 、 基本計画の一部と し て掲げます。

また、 「 区ビ ジョ ン 基本方針」 に、「 区の将来像」 や「 目指す区のすがた」 を 示し 、 区民と 意識を 共有する

と と も に、「 区の特色」 を 掲げ、 区の持つ魅力や強みを 活かし た、 個性あふれるまち づく り を 進めていき ます。

各区においては、「 区ビジョ ン基本方針」 に基づき 、 まちづく り の具体的な取組を 示す「 区ビジョ ンまちづ

く り 計画」 を 策定し 、 区民と 一緒に取組を 推進し ていき ます。

＊1  市民自治の推進を図るために、 区民等と 市をつなぐ 「 協働の要」 と し て平成1 9 （ 2 0 0 7 ） 年度に各区に設置さ れた市長の附属機関のこ と 。
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各区のすがた

項　 　 目 新潟市全体 北　 区 東　 区 中央区

人
口

総　 数
令和2 年人口（ 人） 7 8 9 ,2 7 5 7 2 ,8 0 4 1 3 4 ,4 4 6 1 8 0 ,3 4 5

令和2 7 年推計人口（ 人） 6 3 1 ,5 1 0 5 5 ,2 8 5 1 0 0 ,6 7 4 1 6 0 ,9 9 5

1 5 歳未満
令和2 年人口（ 人）　  割合（ % ） 9 1 ,2 2 4（ 1 1 .6 ） 8 ,1 9 5（ 1 1 .3 ） 1 5 ,8 6 7（ 1 1 .8 ） 1 9 ,5 9 9（ 1 0 .9 ）

令和2 7 年推計人口（ 人） 割合（ % ） 6 0 ,8 3 5（ 9 .6 ）　 5 ,6 9 2（ 1 0 .3 ）　 9 ,9 8 8（ 9 .9 ） 1 6 ,0 8 4（ 1 0 .0 ）　

1 5 ~ 6 4 歳
令和2 年人口（ 人）　  割合（ % ） 4 6 3 ,6 0 5（ 5 8 .7 ） 4 1 ,3 0 1（ 5 6 .7 ） 7 9 ,3 0 8（ 5 9 .0 ） 1 1 2 ,9 8 1（ 6 2 .6 ）

令和2 7 年推計人口（ 人）　  割合（ % ） 3 1 7 ,6 2 5（ 5 0 .3 ）　 2 8 ,7 0 0（ 5 1 .9 ）　 5 2 ,2 5 3（ 5 1 .9 ）　 8 7 ,6 2 3（ 5 4 .4 ）　

6 5 歳以上

令和2 年人口（ 人）　  割合（ % ） 2 3 4 ,4 4 6（ 2 9 .7 ） 2 3 ,3 0 8（ 3 2 .0 ） 3 9 ,2 7 1（ 2 9 .2 ） 4 7 ,7 6 5（ 2 6 .5 ）

令和2 7 年推計人口（ 人）　  割合（ % ） 2 5 3 ,0 5 0（ 4 0 .1 ）　 2 0 ,8 9 3（ 3 7 .8 ）　 3 8 ,4 3 3（ 3 8 .2 ）　 5 7 ,2 8 8（ 3 5 .6 ）　

令和2 年単身高齢者数（ 人） 3 5 ,0 4 1 2 ,6 4 4 6 ,6 4 3 1 0 ,4 0 9

6 5 歳以上人口に占める

単身高齢者数の割合（ % ）
1 4 .9 1 1 .3 1 6 .9 2 1 .8

人口動態

年間増減（ 人） -5 ,0 2 4 -7 7 9 -1 ,1 2 9 -5 5 2

　 う ち自然動態（ 人） -4 ,3 1 0 -5 0 9 -6 3 2 -7 3 7

　 う ち社会動態（ 人） -7 1 4 -2 7 0 -4 9 7 1 8 5

世　 帯

世帯数（ 世帯） 3 3 1 ,2 7 2 2 7 ,4 1 8 5 7 ,4 9 1 9 0 ,8 6 0

1 世帯当たり の人員（ 人） 2 .4 2 .7 2 .3 2 .0

核家族の割合（ % ） 5 3 .6 5 6 .6 5 6 .3 4 5 .2

単独世帯の割合（ % ） 3 5 .1 2 7 .5 3 3 .8 4 8 .6

3 世代世帯の割合（ % ） 7 .1 1 0 .5 5 .9 3 .0

面　 積 面積（ k m
2
） 7 2 6 .2 8 1 0 7 .6 1 3 8 .6 3 3 7 .7 5

農　 業

農家戸数（ 戸） 9 ,6 7 5 1 ,4 1 4 2 8 2 1 7 4

基幹的農業従事者＊1数（ 人） 1 0 ,3 7 9 1 ,4 6 5 3 0 3 1 9 7

　 う ち6 5 歳以上の割合（ % ） 6 7 .8 6 8 .6 6 2 .7 5 9 .4

経営耕地面積（ ha ） 2 8 ,4 6 3 3 ,9 9 1 7 1 3 3 8 4

工　 業

事業所数（ 所） 9 4 9 1 5 6 1 7 6 1 0 0

従業者数（ 人） 3 7 ,4 7 8 6 ,9 4 5 8 ,7 2 5 1 ,6 5 6

製造品出荷額等（ 億円） 1 1 ,4 6 9 3 ,4 0 5 2 ,9 6 2 2 4 4

商　 業

事業所数（ 所） 7 ,9 8 5 5 4 2 1 ,1 3 8 2 ,8 3 1

従業者数（ 人） 6 8 ,8 0 5 4 ,2 9 2 1 1 ,3 3 9 2 3 ,3 8 2

年間商品販売額（ 億円） 3 2 ,3 1 9 1 ,4 0 8 5 ,2 6 5 1 3 ,3 9 4

（ 出典）

人口： 国勢調査（ R2 ）　 不詳補完値

　 　 　 推計値（ 新潟市全体） は国勢調査（ R2 ） および人口動態統計特殊報告（ H 2 5 ～H 2 9 ） から 算出し た新潟市独自推計値

　 　 　  推計値（ 各区） は新潟市全体の推計人口を、 新潟市独自推計である「 各区将来推計人口（ H 3 0 ） 」 の男女別5 歳階級別の構成比から

算出し たも の

人口動態： 新潟県人口移動調査（ R3 ）

世帯： 国勢調査（ Ｒ 2 ）

＊1  ふだん仕事と し て主に自営農業に従事し ている者のこ と 。
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江南区 秋葉区 南　 区 西　 区 西蒲区 項　 　 目

6 7 ,9 7 2 7 5 ,0 6 9 4 3 ,4 3 7 1 6 0 ,6 5 6 5 4 ,5 4 6 令和2 年人口（ 人）
総数

人
口

5 1 ,8 7 5 5 5 ,9 6 5 3 0 ,2 8 2 1 4 0 ,3 8 0 3 6 ,0 5 4 令和2 7 年推計人口（ 人）

8 ,7 2 2（ 1 2 .8 ） 9 ,0 8 0（ 1 2 .1 ） 4 ,9 2 6（ 1 1 .3 ） 1 9 ,1 7 8（ 1 1 .9 ） 5 ,6 5 7（ 1 0 .4 ） 令和2 年人口（ 人）　 　  割合（ % ）
1 5 歳未満

4 ,5 2 1（ 8 .7 ）　 5 ,5 4 8（ 9 .9 ）　 2 ,5 9 4（ 8 .6 ）　 1 5 ,1 1 5（ 1 0 .8 ）　 2 ,8 9 8（ 8 .0 ）　 令和2 7 年推計人口（ 人）　  割合（ % ）

3 8 ,6 5 3（ 5 6 .9 ） 4 1 ,9 0 4（ 5 5 .8 ） 2 4 ,7 6 1（ 5 7 .0 ） 9 4 ,8 9 8（ 5 9 .1 ） 2 9 ,7 9 9（ 5 4 .6 ） 令和2 年人口（ 人）　  割合（ % ）
1 5 ~ 6 4 歳

2 5 ,4 6 9（ 4 9 .1 ） 2 8 ,7 7 2（ 5 1 .4 ）　 1 3 ,8 7 9（ 4 5 .8 ） 7 7 ,8 8 8（ 5 5 .5 ）　 1 6 ,0 3 5（ 4 4 .5 ）　 令和2 7 年推計人口（ 人）　  割合（ % ）

2 0 ,5 9 7（ 3 0 .3 ） 2 4 ,0 8 5（ 3 2 .1 ） 1 3 ,7 5 0（ 3 1 .7 ） 4 6 ,5 8 0（ 2 9 .0 ） 1 9 ,0 9 0（ 3 5 .0 ） 令和2 年人口（ 人）　  割合（ % ）

6 5 歳以上

2 1 ,8 8 5（ 4 2 .2 ）　 2 1 ,6 4 5（ 3 8 .7 ）　 1 3 ,8 0 9（ 4 5 .6 ）　 4 7 ,3 7 7（ 3 3 .7 ）　 1 7 ,1 2 1（ 4 7 .5 ）　 令和2 7 年推計人口（ 人）　  割合（ % ）

2 ,4 3 1 2 ,9 8 7 1 ,2 5 5 6 ,7 3 5 1 ,9 3 7 令和2 年単身高齢者数（ 人）

1 1 .8 1 2 .4 9 .1 1 4 .5 1 0 .1
6 5 歳以上人口に占める

単身高齢者数の割合（ % ）

-1 3 1 -5 4 7 -5 6 2 -6 0 4 -7 2 0 年間増減（ 人）

人口動態-3 1 9 -5 0 0 -3 7 3 -7 2 2 -5 1 8 　 う ち自然動態（ 人）

1 8 8 -4 7 -1 8 9 1 1 8 -2 0 2 　 う ち社会動態（ 人）

2 4 ,8 9 1 2 8 ,0 0 3 1 4 ,9 2 2 6 9 ,0 0 6 1 8 ,6 8 1 世帯数（ 世帯）

世　 帯

2 .7 2 .7 2 .9 2 .3 2 .9 1 世帯当たり の人員（ 人）

6 1 .9 6 0 .1 5 6 .9 5 3 .8 5 6 .5 核家族の割合（ % ）

2 3 .5 2 4 .1 2 1 .4 3 6 .7 2 0 .7 単独世帯の割合（ % ）

9 .6 1 0 .2 1 4 .9 5 .6 1 6 .0 3 世代世帯の割合（ % ）

7 5 .4 2 9 5 .3 8 1 0 0 .9 1 9 4 .0 0 1 7 6 .5 7 面積（ k m
2
） 面　 積

1 ,3 1 9 1 ,1 9 2 1 ,8 2 8 1 ,1 7 0 2 ,2 9 6 農家戸数（ 戸）

農　 業
1 ,4 0 3 1 ,1 2 9 2 ,2 6 1 1 ,5 0 4 2 ,1 1 7 基幹的農業従事者数（ 人）

7 0 .2 7 0 .9 6 4 .4 6 1 .0 7 4 .1 　 う ち6 5 歳以上の割合（ % ）

3 ,0 8 7 3 ,3 3 6 5 ,5 9 6 3 ,6 5 0 7 ,7 0 9 経営耕地面積（ ha ）

1 1 1 7 6 1 2 4 6 8 1 3 8 事業所数（ 所）

工　 業6 ,0 5 8 2 ,4 0 0 5 ,8 0 3 1 ,4 8 7 4 ,4 0 4 従業者数（ 人）

1 ,4 0 5 5 6 7 1 ,6 9 2 3 3 9 8 5 4 製造品出荷額等（ 億円）

7 4 3 6 0 4 4 4 2 1 ,1 5 4 5 3 1 事業所数（ 所）

商　 業6 ,5 7 6 4 ,6 0 6 2 ,9 2 5 1 2 ,5 1 9 3 ,1 6 6 従業者数（ 人）

2 ,8 6 0 1 ,0 6 8 8 1 8 6 ,8 2 6 6 8 0 年間商品販売額（ 億円）

面積： 全国都道府県市区町村別面積調（ R4 .1 )

農・ 工・ 商業： 2 0 2 0 農林業センサス、 工業統計調査（ Ｒ 2 ）、 経済セン サス（ H 2 8 ）

注記：  推計値（ 新潟市全体） と 推計値（ 各区） は、 基準と し ているデータ が異なるため、 区別、 年齢別の区別人口の合計値は新潟市全体

の年齢別人口と 一致し ない
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2 区ビジョ ン基本方針…

7 区におけるまちづく り の方向性 基本計画
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北 区
潟と 大河と 日本海、 水の恵みに育まれ、

人と 人と がつながり 、 心豊かに支え合い、

発展するまち

阿賀野川ござれや花火

水の公園福島潟
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福島潟を はじ め阿賀野川などの河川や日本海、 水の恵みに育まれている北区。

かつては多く の水害が発生し た地域ですが、 新井郷川排水機場や福島潟放水路の整備により 治水が保

たれ、 広大な田園地帯が形成さ れる 豊かな土地になり まし た。

また、 新潟東港や主要幹線道路によるアク セスの良さ を 活かし た工業団地の整備により 、 産業が発展

し ているほか、 学術研究機関と し て大学も 立地し ています。

地域のまつり や阿賀野川ござれや花火などの伝統・ 文化を 継承すると と も に、 心豊かに人と のつなが

り を 大切にするまちです。

飛来するオオヒ シク イ 「 北区産ト マト ・ なす」 の県内における出荷量

出典： 全農にいがた作成資料（ 令和2 年）

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

北区以外合計北区

ト マト

なす

5 6 0 .0 t
（ 5 3 .6 % ）

4 8 5 .1 t
（ 4 6 .4 % ）

8 4 .6 t
（ 2 9 .0 % ）

2 0 6 .8 t
（ 7 1 .0 % ）

区の概要

地勢

○北区は、 新潟市北東部の阿賀野川以北に位置し 、 東は

新発田市、 聖籠町、 南は阿賀野市に隣接し ています。

○区の北側は日本海に面し ており 、 海岸線と 平行に砂

丘地帯が形成さ れています。 東に飯豊連峰、 南には

五頭連峰を 望み雄大な田園風景が広がっ ており 、 近

隣には月岡温泉があり ます。

○区の南東部に位置する福島潟は、 国の天然記念物オオ

ヒ シク イの日本有数の越冬地と し て知ら れています。

○国際拠点港湾である 新潟東港は、 本州日本海側最大

のコ ン テ ナ貨物取扱量を 誇り 、 国際物流やエ ネル

ギー供給の拠点と なっ ています。

○主要幹線道路や隣接区に国際空港がある など、 国内

外のアク セスの良さ から 多数の工業団地が整備さ れ、

地域経済を支えています。

○商業分野では、 豊栄駅前地区、 松浜地区の商店街の

賑わいづく り に取り 組んでいます。 両地区では古く

から 露店市が開かれており 、 まち の台所と し て人々

に親し まれています。

区の特色

産業

○農業分野では、「 儲かる農業」 の実現に向け、 稲作を

主体と し つつ、 園芸作物と の経営複合化や園芸産地

拡大にも 積極的に取り 組んでいます。 中でも 北区産

のト マト 、 なすは県下一の出荷量を 誇り 、 高い評価

を受けています。

交通

○主要幹線道路の日本海東北自動車道、 国道7 号（ 新

新バイ パス）、 国道1 1 3 号が東西を貫き 、 新潟中央環

状道路＊1を はじ めと する 県道、 市道と 結ばれ道路網

を形成し ています。 鉄道はJR白新線が運行さ れてお

り 、 区内には4 つの駅があり ます。 バスは市の中心

部から 南浜地区や新発田方面へと 運行さ れている ほ

か、 区バス＊2・ 住民バス ＊3 などが区内の移動手段と

し ての役割を担っ ています。

＊1  北区を起点に、 江南区、 南区、 西区を経由し 、 西蒲区に至る、 延長約4 5 キロメ ート ルの幹線道路のこ と 。

＊2  区制導入に伴い区役所への移動など新たに生じ る移動ニーズや区のまちづく り に対応するこ と を目的に、 区が運行計画を立案し 、 交通事業者に委

託し て運行する乗合バスのこ と 。

＊3  バス路線の廃止問題を抱える地区や公共交通不便地域において、 地元住民組織が主体と なっ て運営する乗合バスのこ と 。
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目指す区のすがた

潟と 大河と 日本海、 水の恵みに育まれ、 人と 人と がつながり 、

心豊かに支え合い、 発展するまち

目指す区のすがた

自然の魅力輝く ま ち

○福島潟、 阿賀野川などの河川を はじ め、 日本海に面

し た松林が続く 海岸線や田園風景など、 豊かな自然

を守り 、 共生するまちを目指し ます。

○豊かな自然環境と 調和し 、 その魅力を 活かし て交流

人口＊1を拡大し 、「 キタ ク なるまち」 を目指し ます。

未来へ続く 活力あ る ま ち

○新潟東港や地域の魅力を 活かし た商工業の振興を 進

め、 新し い時代へつながる活力ある まち を 目指し ま

す。

○若い力を 活かし 、 地域の大学などと 連携を 深めなが

ら 、 住み続けたく なるまちを目指し ます。

○農産物の高品質化および付加価値向上を図り、「 儲か

る農業」 を目指し ます。

○道路アク セスの強化や公共交通の充実を 進め、 人や

モノ が交流する利便性の高いまちを目指し ます。

区の将来像

自然の魅力あふれる北区

十二潟観察会(植生調査の様子）

国際拠点港湾　 新潟東港

県下一の出荷量を誇る北区産ト マト

＊1  観光目的やビジネス目的などでその地域を訪れる人々のこ と 。
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い き い き と 心豊かに 暮ら せる ま ち

○誰も が安心し ていつまでも 健康に暮ら せるまち を 目

指し ます。

○安心し て子ども を 産み育てる こ と のでき る環境を つ

く り 、 地域全体で子ども を 支えていく まち を 目指し

ます。

○文化・ スポーツ 活動を 通し て、 学びあい心豊かに暮

ら せるまちを目指し ます。

○地域コ ミ ュ ニティ 協議会＊1、 自治会や区自治協議会

などが協働し 、 様々な地域課題に取り 組めるまちを

目指し ます。

安心・ 安全で 住みよ い ま ち

○防犯活動や交通安全などの課題を 地域で助け合いな

がら 解決し 、 子ども から お年寄り まで安心し て暮ら

せるまちを目指し ます。

○地域と 協働し 、 地域防災力向上を 図り 、 区民一人一

人が自ら 行動し 助け合う まちを目指し ます。

○都市基盤施設を 充実さ せ、 災害に強いまちを 目指し

ます。

大学生による介護セミ ナー

交通安全の推進

子育て支援講座

福島潟駅伝競走大会

地域での防災訓練

雨水貯留施設の整備

＊1  市民と 市が協働し て、 地域のまちづく り やその他の諸課題に取り 組み市民自治の推進を図るため、 おおむね小学校区を基本単位と し て、 自治会・

町内会を中心に様々な団体等で構成さ れた組織のこ と 。
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東 区
産業と 多様な魅力が調和し 、

心豊かに暮ら せるまち

まちを彩る工場夜景

緑が広がる寺山公園
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区の概要

地勢

○東区は、 信濃川河口部の東に位置し 、 日本海に面し

ています。 西に信濃川と 栗ノ 木川、 東に阿賀野川が

流れ、 中央には区の東西を 横断する 形で阿賀野川と

信濃川を結ぶ通船川が流れています。

○新潟空港と 新潟西港があり 、 空と 海の玄関口と いう

側面も 持ち合わせています。

東区は、 製造業の事業所数・ 従業者数が市内で最も 多い「 産業のまち 」 です。

また、 日本海や阿賀野川、 信濃川、 通船川など、 豊かな水辺環境にも 恵まれ、 空と 海の玄関口である

新潟空港と 新潟西港を 有し 、 様々な人・ モノ が行き 交う 拠点と なっ ています。

こ のほか、 国内最北・ 県内最古のよろ い片が出土し た牡丹山諏訪神社古墳や、 東区内にあると の説が

有力な渟足柵など、 歴史的資源も 豊富なまちです。

住宅街に希少な自然環境が残るじ ゅんさ い池公園

区の特色

産業

○東区の産業は、 明治後期から 大正時代にかけ、 石油

採掘・ 工作機械等の製造を 行う 企業の進出にはじ ま

り 、 昭和6 （ 1 9 3 1 ） 年には全国的にも 珍し い民営の

臨港埠頭が整備さ れ、 昭和3 8 （ 1 9 6 3 ） 年には火力

発電所1 号機の運転が開始さ れる など、 発展し てき

まし た。

○こ う し た背景から 、 区内には、 金属製品や紙製品を

はじ めと し た製造業の工場が集積し 、 製造業の事業

所数・ 従業者数は市内第1 位と なっ ています。

○農業は、 区の南東部に広がる 水田地帯を 中心に行わ

れて いる 稲作のほか、 下山のやわ肌ねぎ や大形の

じ ゃがいも など、 様々な農産物が生産さ れています。

○河渡地区ではチュ ーリ ッ プの球根栽培が行われてい

ます。

交通

○東西方向は国道7 号（ 新潟バイ パス・ 新新バイ パス）、

国道1 1 3 号、 県道新潟新発田村上線（ 旧国道7 号）、

南北方向は県道新潟港横越線（ 通称： 赤道） などが

整備さ れ、 優れた主要幹線道路網が形成さ れていま

す。

○鉄道は、 JR信越本線の越後石山駅と 白新線の東新潟

駅、 大形駅の3 駅が配置さ れています。

○バス交通は、 市の中心部と 結ばれた路線が、 主に東

西方向で運行さ れており 、 区役所など主要施設への

移動手段と し て区バス＊1が運行さ れています。

＊1  区制導入に伴い区役所への移動など新たに生じ る移動ニーズや区のまちづく り に対応するこ と を目的に、 区が運行計画を立案し 、 交通事業者に委

託し て運行する乗合バスのこ と 。
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産業と 多様な魅力が調和し 、 心豊かに暮ら せるまち

目指す区のすがた

活力あ る 産業と 地域の魅力を 活かし て  

に ぎ わう ま ち

○多様な産業と 豊かな水辺環境、 まち の玄関口である

空港・ 港や文化・ 歴史など、 東区独自の魅力を 活用

し 区内外へ発信する こ と によ り 、 だれも が魅力を 感

じ るこ と ができるまちを目指し ます。

だ れも が互い に 学び 合い 、 共に 育つ ま ち

○地域・ 学校・ 民間事業者・ 行政の連携を 進めると と

も に、 幅広い世代や様々な立場の人々が学び合う 機

会を 充実さ せるこ と で、 未来の担い手である子ども

たちや地域を 支える 多様な人材が育つまち を 目指し

ます。

区の将来像

ク ルーズ船の寄港地と なっ ている新潟西港 寺山公園での大学生と 子ども たちと の交流
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地域の人々が自分ら し く 活躍す る ま ち

○地域で活動する 団体への支援の充実や団体間の連携

によ り 、 地域課題を 地域で解決でき る まち を 目指し

ます。

安心し て 快適に 暮ら せる ま ち

○地域全体で互いに支え合い、 助け合いながら 、 だれ

も が健康で安心・ 安全に暮ら せるまちを目指し ます。

○交通の円滑化や生活交通の確保、 地域と の協働によ

る よ り 良い生活環境づく り を 通じ て、 快適で暮ら し

やすいまちを目指し ます。

○生活に密着し た情報発信や質の高い行政サービ スの

提供を通じ て、 身近で頼れる区役所を目指し ます。

地域課題の解決を目指す区自治協議会＊1

区内の自治会・ 町内会による一斉清掃

園児を対象と し た虫歯予防教室

災害時の避難所運営を想定し たワーク ショ ッ プ

＊1  市民自治の推進を図るために、 区民等と 市をつなぐ 「 協働の要」 と し て平成1 9 （ 2 0 0 7 ） 年度に各区に設置さ れた市長の附属機関のこ と 。
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中 央 区
にぎわう 都心、 豊かな自然、 みなと まち文化が織り なす

活気あふれる拠点のまち

水辺のまち中央区

（ R3フ ォ ト コ ンテスト グラ ンプリ 作品）

高次都市機能と 自然の共生

238



中央区には、 海の玄関口である 新潟西港と 陸の玄関口である新潟駅が立地し ています。 こ の新潟駅周

辺・ 万代・ 万代島・ 古町を つなぐ 「 にいがた2 k m」
＊1

を 中心に、 金融機関を はじ めと する 企業の本・

支店や百貨店などの各種小売店舗、 飲食店、 さ ら には大学や専門学校、 多様な事業所などが立ち 並び、

新潟の中心市街地を 形成し ています。

また、 中心市街地を 離れると 、 市役所や複数の高等学校などが立地する地区や、 国の機関や県庁など

の広域行政施設が集積する 地区など があり 、 区内各所に都市機能が集積さ れています。 そのほか、 文

化・ 芸術などの広域集客施設も 数多く 立地し ており 、 名実と も に新潟の顔と し て新潟を けん引し ていま

す。

区の概要

地勢

○中央区は、 新潟市の放射状に伸びる 交通軸の要に位

置し 、 北は日本海に開け、 中央には信濃川、 東に栗

ノ 木川、 西に関屋分水路、 南に鳥屋野潟、 さ ら に海

岸線の白砂青松と いう 水と 緑に囲まれた地域です。

○区内では土地の高度利用が進み、 様々な都市機能が

集積し ています。 その一方で、 国の重要文化財であ

る 萬代橋やみなと まち 新潟の面影を 色濃く 残す歴史

的建造物など、 伝統的文化を 感じ る こ と のでき るま

ちなみも 存在し ています。

区の特色

産業

○古町、 万代、 新潟駅周辺に代表さ れる 市街地は、 商

業集積が賑わいを 見せ、 人・ モノ ・ 情報が活発に行

き 交う 、 新潟市の商業の中心と なっ ています。 近年

は、 IT関連企業の増加に伴い、 IT関連企業集積地と

し て企業の垣根を 超えた新たな取組も 生まれていま

す。

○北前船の交流によ り 江戸時代初めから 技術を 積み重

ねるこ と で、 伝統的工芸品に指定さ れた新潟漆器や、

良質な水や水運を 活かし た酒、 みそ、 し ょ う 油、 こ

う じ 、 漬物などの発酵食品も 有名であり 、 こ れら を

活かし た新たな取組が進めら れています。

交通

○区内には、 国道7 号や8 号など複数の国道の起終点が

ある ほか、 主要な県道も 中央区を 起点に複数路線整

備さ れており 、 北陸自動車道、 磐越自動車道、 日本

海東北自動車道の3 路線へのア ク セスも 良好で す。

また、 新潟駅や新潟空港を はじ めと する区内外の交

通結節点＊2や様々な施設などが結ばれています。

○鉄道は、 上越新幹線や在来線3 路線が乗り 入れてい

る 新潟駅があり 、 陸の玄関口と し て公共交通の結節

機能強化に向けた整備が進んでいます。 また、 区内

へ新たな駅の設置も 決定し ています。

○バスは、 市内中心部や郊外に向けて多様な路線が運

行さ れている と と も に、 新潟駅周辺は県内外主要都

市への高速バスの発着地と なっ ています。

○海路では佐渡航路があり 、 信濃川においては、 水上

シャ ト ル便が運行さ れています。

信濃川と 中央区の街並み

＊1  新潟駅周辺・ 万代・ 万代島・ 古町をつなぐ 約２ ｋ ｍの都心軸周辺エリ アの呼称のこ と 。

＊2  バスのほか、 電車やタ ク シー、 自動車、 自転車など様々な交通手段の接続が行われる乗り 換え拠点のこ と 。
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目指す区のすがた

にぎわう 都心、 豊かな自然、 みなと まち文化が織り なす

活気あふれる拠点のまち

目指す区のすがた

賑わい と 活力あ ふれ訪れた く な る 拠点のま ち

○様々な高次都市機能＊1が集積し た都心を 有する区と

し て、 こ れまでの歴史の中で蓄積し たも のを集積し 、

各地域の成り 立ち や特色を 活かし な がら、 人・ モ

ノ ・ 情報が活発に行き 交い、 住む人、 働く 人、 学ぶ

人、 そし て観光やビジネスなどで訪れる 人にと っ て

魅力的で、 賑わいあふれるまちを目指し ます。

○美し い景観形成に努める と と も に歩き やすく 自転車

や公共交通など多様な手段で移動し やすい環境の整

備を 進め、 まち なかの活性化に向けた回遊性向上を

図るこ と によ り 、 子ども から お年寄り まで誰も が出

かけたく なる 利便性の高い、 活力に満ち たまち を 目

指し ます。

共に つ な がり 安心し て 暮ら せる ま ち

○少子高齢化の進行など、 社会情勢が大き く 変化する

中、 区民や区内で活動する団体同士のつながり によ

る 持続可能な地域コ ミ ュ ニティ 活動を 支援し 、 年齢

や性別、 障がいのある なし などにかかわら ず、 互い

に支えあい、 助けあい、 誰も が安心し ていき いき と

暮ら せるまちを目指し ます。

○生活様式やニーズが多様化する 中で、 安心し て子ど

も を 産み育て ら れる 環境づく り を 進め、 家庭・ 地

域・ 学校が連携を 深める こ と で、 地域全体で子育て

を支援するまちを目指し ます。

○自然災害や都市型災害などの発生時に、 一人一人が

適切な判断と 行動を と れるよ う 意識の向上を 図る と

と も に、 身近な地域の関係づく り を 進め、 誰も が安

心し て安全に暮ら せるまちを目指し ます。

区の将来像

東大通り ハイ パージュ ニアレスキュ ー隊訓練の様子

＊1  商業・ 業務、 教育、 文化、 交流、 医療、 福祉などの都市機能のう ち、 より 広域の人々を対象と し て、 質の高いサービスを提供する機能のこ と 。
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水と 緑に 囲ま れた 自然と 都市が共生する ま ち

○都心部を 流れる 信濃川などの水辺空間や身近な緑を

区民や事業者などと 共に守り 育むこ と で、 一人一人

が自然環境への愛着と 誇り を も ち、 自然と 共生する

美し く う るおいのあるまちを目指し ます。

○市街地に多く の自然を 残す鳥屋野潟周辺や海岸沿い

の松林などの豊かな自然を 学びや体験、 やすら ぎの

場と し て保全し ながら 利活用を 図り 、 自然の豊かさ

を感じ ら れる憩いのあるまちを目指し ます。

歴史と 文化を 受け 継ぎ 発展す る ま ち

○開港5 港の一つと し て古く から 栄えた風情あふれる

みなと まちの歴史・ 文化を 受け継ぐ と と も に、 食文

化の魅力発信や新たな産業の創出・ 育成に取り 組む

こ と によ り 、 様々な文化が融合し た、 未来につなが

るまちを目指し ます。

○新潟まつり を はじ め、 各地域に伝わる歴史・ 文化に

多様な世代が親し むこ と ができ る 環境を つく るこ と

で、 文化の継承やまちなみの保存に対する 意識を 高

め、 住む人々が地域を 愛し 、 地域を 誇れるまち を 目

指し ます。

多く の自然を残す鳥屋野潟 旧齋藤家別邸

汐見台ク ロマツ植樹（ 区民協働森づく り 事業） 新潟漆器
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江 南 区
緑と 調和し た、 賑わいと 安ら ぎのあるまち

夕暮れの信濃川

田園と 都市の風景

242



江南区は、 信濃川、 阿賀野川、 小阿賀野川の三つの河川に囲まれ、 豊かな水辺空間、 広大な田園が広

がっ ている一方、 製造業などの多く の企業や大型商業施設が立地するなど、 豊かな自然環境と 都市機能

が調和し ています 。 また、 国の登録有形文化財の北方文化博物館がある ほか、 神楽や木遣り と いっ た

郷土芸能が伝承さ れているなど、 歴史と 文化が感じ ら れるまちです。

区の概要

地勢

○江南区は、 新潟市のほぼ中心に位置し ており 、 東を

阿賀野川、 西を 信濃川、 南を 小阿賀野川が流れ、 北

を 日本海東北自動車道と 接し ています。 亀田、 横越、

曽野木、 大江山、 両川の５ つの地区で構成さ れてお

り 、 豊かな自然と 都市機能の調和が図ら れています。

○土地は平坦で海抜ゼロ メ ート ル地帯が多く 、 かつて

は「 地図にない湖」 と 呼ばれていまし たが河川改修

や土地改良事業によ り 、 広大な優良農地へと 生まれ

変わり まし た。

区の特色

産業

○高速道路のイ ン タ ーチェ ン ジ周辺や主要幹線道路沿

線には、 大型商業施設があるほか、 食品製造業を は

じ めと し た多数の企業が立地する 工業団地が整備さ

れています。

○広大な農地では、 稲作のほか、なす、梅、梨、いちご、

と う も ろ こ し など多様な農産物を 供給する 都市近郊

型農業が営まれています。

○新潟市中央卸売市場やその関連施設は、 鮮魚、 野菜、

果樹、 花き などの生産と 消費を 結ぶ流通拠点と し て

重要な役割を担っ ています。

＊1  バスのほか、 電車やタ ク シー、 自動車、 自転車など様々な交通手段の接続が行われる乗り 換え拠点のこ と 。

＊2  区制導入に伴い区役所への移動など新たに生じ る移動ニーズや区のまちづく り に対応するこ と を目的に、 区が運行計画を立案し 、 交通事業者に委

託し て運行する乗合バスのこ と 。

＊3  バス路線の廃止問題を抱える地区や公共交通不便地域において、 地元住民組織が主体と なっ て運営する乗合バスのこ と 。

＊4  北区を起点に、 江南区、 南区、 西区を経由し 、 西蒲区に至る、 延長約4 5 キロメ ート ルの幹線道路のこ と 。

交通

○高速道路は、 磐越自動車道、 日本海東北自動車道が

通り 、 新潟駅などの主要な交通結節点
＊1

へは幹線道

路で結ばれています。

○公共交通はJR 信越本線で市内中心部へ移動でき る

ほか、 亀田駅を中心と し て路線バス、 区バス＊2、 住民

バス＊3が各方面に運行さ れています。

○整備中である 新潟中央環状道路＊4 と J R 信越本線と

の交点に、（ 仮称） 江南駅を設置する計画が進めら れ

ています。

北方文化博物館(大広間)
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緑と 調和し た、 賑わいと 安ら ぎのあるまち

目指す区のすがた

＊1  地域住民が「 自分たちのまちは自分たちで守る」 と いう 共助の精神に基づき、 地域の防災活動のために自主的に結成さ れた組織のこ と 。

自然環境と 都市機能を 活かし た  

快適に 暮ら せる ま ち

○緑豊かに広がる 田園風景と 信濃川、 阿賀野川、 小阿

賀野川を 結ぶ水と 緑のネッ ト ワーク づく り やその活

用を 図り ます。 また、 自然と 共生し た環境にやさ し

いまち を 未来の世代につなぐ ため、 資源循環型社会

の実現を目指し ます。

○道路や公園などの社会資本を 的確に整備・ 維持管理

し 、 さ ら に有効活用する と と も に、 公共交通など人

と 物が移動し やすい環境形成を 進めます。 また、 地

域の課題解決や活性化につながる土地利用を促進し、

持続的に発展するまちづく り を進めます。

人と 人と のつ な がり を 大切に す る  

安心・ 安全な ま ち

○様々な自然災害に備え、 自治会・ 町内会、 自主防災

組織＊1などと 連携し 、 区民一人一人が適切な行動が

と れる 災害に強いまち を 目指すほか、 区民、 警察、

関係団体などと 連携し 、 交通安全・ 防犯意識の向上

を図るなど、 安心・ 安全な地域づく り を進めます。

○人と 人、 活動と 活動を つなぐ ネッ ト ワーク づく り や

気軽に立ち 寄れる 交流の場づく り など、 みんなでさ

さ えあい、 だれも が住み慣れた地域で健やかに安心

し て暮ら せるまちを目指し ます。

区の将来像

新潟中央環状道路　 横越バイ パス こ う なんふれ愛まつり
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産業と 地域の魅力が輝く ま ち

○魅力ある 農産物を はじ め、 伝統産業の亀田縞、 新た

な工業団地など、 農商工それぞれの特性を活かし た、

持続可能な産業の形成を目指し ます。

○区内商業地の拠点である亀田地区の賑わいづく り を

進めると と も に、 各地区が連携し 、 区全体の地域商

業の活性化を目指し ます。

○更なる企業誘致や農商工・ 農福連携＊1によ る 新たな

ビ ジネスの創出、 若者のＵ タ ーン 就職に向けて取り

組むなど、 雇用機会の拡大を目指し ます。

＊1  障がい者などが農業分野で活躍するこ と を通じ 、 自信や生きがいを持っ て社会参画を実現し ていく 取組のこ と 。

＊2  市民自治の推進を図るために、 区民等と 市をつなぐ 「 協働の要」 と し て平成1 9 （ 2 0 0 7 ） 年度に各区に設置さ れた市長の附属機関のこ と 。

人が輝き 文化が育ま れ健やかに過ごせる ま ち

○将来を 担う 子ども たち の健やかな成長に向けて、 学

校と 家庭、 多世代にわたる地域住民と の連携により 、

教育力の向上を図り ます。

○江南区が有する 素晴ら し い歴史や伝統を 後世へ継承

し 、 文化芸術などに触れる機会を提供すると と も に、

スポーツ に親し む環境づく り を 進める など、 地元に

誇り や愛着を 持ち、 多様な個性が発揮でき る 生涯に

わたり 人が輝く まちを目指し ます。

機械によるキャ ベツの苗植え 稲作体験

区民が主役と な る 協働のま ち

○地域課題解決に向け、 区自治協議会＊2、 地域コ ミ ュ

ニティ 協議会、 自治会・ 町内会を はじ め多様な主体

と 共に互いの強みを 活かし 、 相互連携を 深めるこ と

で、 区民が主役と なる協働のまちづく り を進めます。

○区民の視点に立っ て迅速・ 丁寧に対応すると と も に、

情報発信を 強化し 、 親し みやすい区役所づく り を 進

めます。

区自治協議会でのワーク ショ ッ プ
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秋 葉 区
里山と 水に囲まれて　 花と 緑あふれる

笑顔咲き そろ う まち

フ ラ ワーロード の菜の花

Akihaマウンテンプレーパーク
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緑あふれるにいつ丘陵と 、 信濃川や阿賀野川など自然豊かな環境を 貴重な財産と と ら え、 市民協働に

よる里山保全や水辺保全の活動に取り 組みながら 、 にいつ丘陵を 人・ 組織、 遊び場・ 学びの場、 健康や

にぎわいづく り の拠点に位置づけて、 秋葉区なら ではの里山文化を 感性豊かに磨いています。

日本有数の花き・ 花木の産地であり 、 古津八幡山遺跡や新津油田金津鉱場跡と いっ た国史跡と SLば

んえつ物語の定期運行など、 花のまち、 石油のまち、 鉄道のまちと し ての個性が全国に知ら れています。

区の概要

地勢

○秋葉区は、 新潟市の南東に位置し 、 東西を阿賀野川、

信濃川の二大河川に囲まれ、 北には小阿賀野川、 区
の中央には能代川・ 新津川が流れる ほか、 南には秋
葉山、 菩提寺山などの里山・ 丘陵地に囲まれた緑豊

かな自然環境に恵まれています。

○面積は9 5 .3 8 ㎢で、 ８ 区の中では西蒲区、 北区、 南
区に次ぐ 面積と なり 、 全市域の約１ ３ ％を 占めてい
ます。

交通

○区内に７ つのJR駅があり 、 新津駅では、 信越本線・

羽越本線・ 磐越西線が交わっ ています。 会津若松駅
間を 走る Ｓ Ｌ ばんえつ物語が、 ４ 月～１ １ 月の週末
を主に運行さ れています。

○国道４ ０ ３ 号が南北に、 国道４ ６ ０ 号が東西に通っ

ているほか、 新潟と 福島を 結ぶ磐越自動車道の新津
イ ン タ ーチェ ン ジ、 新津西スマート イ ン タ ーチェ ン
ジがあり ます。

○バスは新津駅を 起点にし て市中心部や、 南区・ 五泉

市方面などへ運行さ れ、 区民の足と なっ ています。

区の特色

阿賀野川

Ｓ Ｌ ばんえつ物語

アザレア

産業

○古く から 花き・ 花木を 生産し 、 区の大き な特色の一

つと なっ ています。 特にアザレ ア・ ボケは日本有数
の産地であり 、 チュ ーリ ッ プの商業生産発祥の地と
し て知ら れています。

○産学官連携による、 まちなかの活性化に向けた活動

や、 里山資源の活用などを 含め新し い地場産業の形
成を目指し ています。
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目指す区のすがた

環境に 配慮し た 潤い と やす ら ぎ のあ る ま ち

○産学公民が連携し て、 里山を 拠点と し た人と 人と の

つながり や学習環境の充実と 健康づく り の取組を 通

し て、 多く の市民が集い、 里山と まち が一体と なっ

た賑わいを 創出し 、 愛着と 誇り を 持てる秋葉区なら

ではの里山文化の創造を 目指すと と も に魅力を 発信

し ていき ます。

○人々にやすら ぎと 潤いを も たら す緑豊かな里山や河

川などの恵まれた自然環境を 次世代に引き 継ぐ べき

貴重な財産と と ら え、 人と 自然が調和し た美し い景

観の保全と 活用を図り ます。

○多様な主体がそれぞれの立場で、 主体的にかつ協働

し ながら 、 環境に配慮し たラ イ フ スタ イ ルへの転換

に取り 組み、 まちづく り と 一体と なっ た脱炭素社会

の構築を 推進する と と も に、 再生可能エネルギー＊1

システムの構築を図り ます。

やさ し さ があ ふれる 楽し く 元気な ま ち

○住民・ 地域・ 行政・ 学校が地域で連携・ 協働する、

活気あふれる、 楽し く 、 元気な、 まちを目指し ます。

○持続可能なまちづく り のため、 区民と の協働による、

し なやかで柔軟な防犯・ 防災の地域づく り に努め、

地域で助け合う 安全・ 安心なまちを目指し ます。

○お互いを 思いやる心、 地域で共に助けあい支えあう

心、 自然にも 人にも やさ し い心を 育み、 誰も が笑顔

ではつら つと 暮ら せるまちを目指し ます。

○秋葉区の特色を 活かし ながら 、 多様な主体が協働し

ながら 、 子育て・ 教育環境を 創り 、 次世代を 育み続

けたいと 思えるまちづく り を目指し ます。

　 里山と 水に囲まれて　 花と 緑あふれる　 笑顔咲き そろ う まち

区の将来像

にいつ丘陵遊歩道 ひな・ お宝めぐ り

＊1  太陽光、 風力、 水力、 地熱及びバイ オマス（ 動植物由来の有機物） など、 自然環境の中で繰り 返し 起こ る現象から 取り 出すエネルギーの総称のこ

と 。 枯渇し ない、 どこ にでも 存在する、 CO 2を排出し ない（ 増加さ せない） などの特徴がある。
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歴史と 個性を 活かす ま ち

○里山や鉄道、 石油、 花き ・ 花木、 町屋など、 歴史あ

る 文化や宝物を 地域と の協働によ り 、 内外へ積極的

に情報発信する と と も に、 受入体制の充実を 図る こ

と で、 区の個性を 活かし た観光交流の盛んなまち を

目指し ます。

○秋葉区固有の文化の継承およ び創造によ る 発展と 、

スポーツ 活動の振興に努め、 健康で心身と も に豊か

に過ごせるまちを目指し ます。

＊1  地域内にルーツのある者や過去の勤務・ 滞在等の何ら かの関わり がある者など、 地域と 多様に関わる人々のこ と 。 移住し た人を含みその地域に住

んでいる「 定住人口」、 観光目的やビジネス目的などでその地域を訪れる「 交流人口」 と は異なる。

可能性を 生み出し ・ 育て ・ 活かす ま ち

○秋葉区の食材・ 人財などの恵まれた地域資源を 活か

し 、 農商工・ 産学官の連携によ る企業誘致を 目指す

と と も に、 次世代に向けた新し い技術や産業を 生み

出し 、 新たな可能性が育ち定着する まちづく り を 進

めます。

○全国屈指の花き・ 花木の園芸産地の価値を 発信する

と と も に、 地域の魅力的な農産物のブラ ン ド 化の推

進や新技術の導入、 担い手の育成に取り 組むこ と で

安定し た農産物の供給を目指し ます。

○地域の暮ら し や教育、 産業など様々な分野でデジタ

ル化を 推進し 、 全ての人が孤立する こ と なく メ リ ッ

ト を享受でき るまちを目指し ます。

○秋葉区なら ではの魅力の発信を 強化し 、 働き 方の変

化による 地方暮ら し への関心の高まり を と ら え、 移

住の促進と 関係人口＊1の創出を図り ます。

新津油田金津鉱場跡

秋葉山から 市街地を望む

古津八幡山遺跡

小須戸燈籠押合いまつり 里山遊びJR新津駅東西自由通路
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南 区
風と 大地の恵みに新たな希望が芽吹く 、

郷土愛あふれるまち

～みんなでつく る暮ら し 続けたい南区～

先人の熱き思いを今に伝える白根大凧合戦

南区特産の西洋梨　 ル レク チエ
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南区は大河信濃川と 中ノ 口川が流れる自然豊かな田園地帯であり 、 四季折々の新鮮な農産物が生産さ

れているほか、製造業が盛んです。 3 0 0 年の歴史を 誇る「 白根大凧合戦」、江戸時代の大庄屋の邸宅「 笹

川邸（ 重要文化財 旧笹川家住宅）」、郷土芸能「 角兵衛獅子」 など、伝統と 文化が今に継承さ れています。

区の概要

地勢

○南区は、 白根地区、 味方地区、 月潟地区によ っ て構

成さ れ、 南北に長い地形で、 市内８ 区の中で西蒲区、

北区に次ぐ 広大な面積を有し ており 、 三条市、 燕市、

加茂市、 田上町と 隣接し ています。

○地勢は平坦で、 区の東側を 信濃川が、 中央を 中ノ 口

川が流れ、 両河川によ っ て育まれた肥沃な農地が広

がっ ています。

産業

○農業および製造業に携わる人の割合が市内でも 高く 、

南区の主な産業と なっ ています。

○農業では稲作のほか畜産や園芸農業が盛んです。 野

菜や花の産地と し ても 知ら れ、 食用菊やチュ ーリ ッ

プの切り 花が有名です。 特に果樹栽培が盛んで、 西

洋なし のル レク チエを はじ めと し て魅力的な果物が

生産さ れています。

○製造業では、 仏壇や鎌などの伝統的な地場産業のほ

か、 工業団地を 中心に国内で高いシェ アを 誇る 企業

が数多く あり ます。

区の特色

＊1  北区を起点に、 江南区、 南区、 西区を経由し 、 西蒲区に至る、 延長約4 5 キロメ ート ルの幹線道路のこ と 。

＊2  区制導入に伴い区役所への移動など新たに生じ る移動ニーズや区のまちづく り に対応するこ と を目的に、 区が運行計画を立案し 、 交通事業者に委

託し て運行する乗合バスのこ と 。

＊3  バス路線の廃止問題を抱える地区や公共交通不便地域において、 地元住民組織が主体と なっ て運営する乗合バスのこ と 。

交通

○主要な道路は、 国道８ 号が南北に、 国道４ ６ ０ 号が

東西に走っ ているほか、 地域間の交流・ 連携や物流

の軸と なる新潟中央環状道路＊1の整備が進めら れて

います。

○軌道系の交通機関がない南区ではバス交通が主要な

役割を 担っ ており 、 市中心部、 秋葉区、 西蒲区、 加

茂市、 燕市、 三条市方面へは路線バスが運行さ れ、

区内では区バス＊2や住民バス＊3が学生や高齢者の重

要な交通手段と なっ ています。

白根大凧合戦の会場と なる中ノ 口川と その両岸
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　 風と 大地の恵みに新たな希望が芽吹く 、 郷土愛あふれるまち

～みんなでつく る暮ら し 続けたい南区～

目指す区のすがた

と も に 築く 安心に 支え ら れる ま ち

○区民と 行政が手を と り 合い、 幅広い世代が参加し な

がら 地域の防災・ 交通安全・ 防犯意識の向上を図り 、

豊かな自然環境と 調和し た、 安心・ 安全で暮ら し や

すいまちを目指し ます。

やさ し さ の輪が広がり 、 

誰も が主役と し て 活躍で き る ま ち

○子ども を安心し て産み育てるこ と ができ ると と も に、

支え合いによ り 多様な立場の人がいつまでも 健康で

暮ら せるまちを目指し ます。

○生涯にわたる スポーツや学びが人生を 豊かにし 、 区

民が主役と し て輝く まちを目指し ます。

○学校や地域、 市民団体など、 様々な主体による 協働

が新たな力を引き出すまちを目指し ます。

区の将来像

避難所運営訓練 子育て広場

交通安全教室 白根ハーフ マラ ソ ン
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行き 交う 人びと がにぎ わい を も た ら すま ち

○公共交通や幹線道路の整備を はじ め、 多様な移動手

段に支えら れた誰も が移動し やすい環境の中で、 人

やモノ が活発に行き 交う 活力あふれる まち を 目指し

ます。

○産業支援や経営基盤強化を 通し て、 よ り 多く の雇用

が生み出さ れ、 地場産業の歴史と 技術が継承さ れる、

創造と 伝統が融和し た力強いまちを目指し ます。

＊1  観光目的やビジネス目的などでその地域を訪れる人々のこ と 。

地域の宝に気づき 、 守り 、 魅力あふれる まち

○地域の魅力的な農産物を 守り 、 育てる ため、 ブラ ン

ド 化の推進や担い手の育成、 新技術の導入に取り 組

み、 区内外で多く のフ ァ ンの獲得を目指し ます。

○白根大凧合戦、 笹川邸、 角兵衛獅子など、 南区が誇

る 観光文化資源の活用と 伝統文化の継承を 推進し 、

こ れまでの枠にと ら われないあら ゆる 手段で魅力を

発信する こ と により 、 交流人口＊1 の拡大を 目指し ま

す。

南区バス「 ぐ るり ん号」 県内有数の出荷量を誇るぶどう

笹川邸（ 重要文化財　 旧笹川家住宅）
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西 区
快適なく ら し と 、 豊かな自然や食が調和する、

住み心地のよいまち

未来を担う 子ども たちと 夕日

地理的表示（ G I） 保護制度登録産品の「 く ろ さ き 茶豆」
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区内は鉄道沿線や幹線道路沿いを 中心に良好な住宅地が形成さ れ、 南側一帯には広大な農地が広がっ

ており 、 都市部と 農村部がバラ ンスよく 存在し ています。 また、 信濃川・ 中ノ 口川・ 西川・ 新川と いっ

た河川、 佐潟・ 御手洗潟と いっ た潟、 日本海など豊かな水辺環境があり ます。

併せて、 高度な学術研究機関と し ての大学なども 複数立地し ています。

区の概要

地勢

○西区は、 新潟市の信濃川およ び関屋分水路以西に位

置し 、 北には日本海があり 、 河川や潟などの豊かな
水辺環境があり ます。 北西部には海岸砂丘地帯があ
り 、 南東部は平野と なっ ています。

○区内の土地利用については、 宅地が2 0 .8 ％、 農地が

4 4 .7 ％と なっ ています。

交通

○主要道路は、 区の東側を 南北方向に北陸自動車道が

通り 、 新潟西イ ンタ ーチェ ンジ・ 黒埼スマート イ ン
タ ーチェ ン ジがある ほか、 国道8 号が黒埼地区を 横
断し ています。 東西方向には国道1 1 6 号や西大通な

どの幹線道路が坂井輪地区、 西地区を 横断し ていま
す。

○鉄道は、 坂井輪地区、 西地区を 横断し 、 Ｊ Ｒ 越後線
の駅が７ つ設置さ れています。 バス路線も 主に東西

方向の幹線道路を 中心に、 市の中心部と 結ばれ、 南

北方向のバス路線は区バス
＊3

が担っ ています。

区の特色

産業

○幹線道路沿いには、 多く の商業店舗や物流団地のほ

か、 新たな工業用地が整備さ れ、 雇用機会の確保と
地域経済の発展につながっ ています。 また、 古く か
ら の商店街も あり 、 地域住民の生活やコ ミ ュ ニティ

を支えています。

○農業分野では、 稲作を主体と し ながら 畑作も 盛んで、

国の地理的表示（ GI） 保護制度
＊1

登録産品の「 く ろ
さ き 茶豆」 や食と 花の銘産品＊2 の「 いも ジェ ン ヌ 」

「 新潟すいか」「 やわ肌ねぎ」 のほか、 赤塚の大根な
どが県内外に知ら れています。

にいがた西　 海も 坂道も 美し 区

いも ジェ ンヌ

＊1  品質なら びに社会的評価その他の確立し た特性が産地と 結びついている特産品について、 その名称を知的財産と し て国が保護する制度のこ と 。

＊2  新潟市が指定する、 自信を持っ て全国に誇る自慢の農畜水産物のこ と 。

＊3  区制導入に伴い区役所への移動など新たに生じ る移動ニーズや区のまちづく り に対応するこ と を目的に、 区が運行計画を立案し 、 交通事業者に委

託し て運行する乗合バスのこ と 。

く ろさ き 茶豆大橋

西区バス「 Q バス」
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　 快適なく ら し と 、 豊かな自然や食が調和する、 住み心地のよいまち

目指す区のすがた

人と 人がつな がり 、 支え 合う やさ し い ま ち

○地域の中で人と 人と のつながり を 大切にし 、 誰も が

元気で健康的に生活でき るまちを目指し ます。

○子ども たちの健やかな育みを 応援する、 やさ し いま

ちを目指し ます。

安心・ 安全で 快適に 暮ら せる ま ち

○日頃から 災害に備えやさ し く 助け合える地域づく り

を進めます。

○う るおいと ゆと り のある快適な住環境づく り を進め、

明るい笑顔で住みたい・ 住んで良かっ たと 思える ま

ちづく り を目指し ます。

○地域の産業を 応援し 、 働き やすい、 暮ら し やすいま

ちづく り を進めます。

区の将来像

地域の茶の間

防災訓練

子育て支援、 親子の居場所 環境美化活動
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豊かな 自然と 食を 楽し める ま ち

○長い海岸線や広大な砂浜、 美し い夕日など、 魅力あ

る 海岸一帯を 活用し 、 豊かに楽し く 過ごせる まちを

目指し ます。

○先人が守り 育てた水辺環境などの豊かな自然を 未来

に引き 継いでいき ます。

○ラ ムサール条約＊1湿地の佐潟、 良好な砂丘景観、 緑

の田園風景など四季折々の魅力を 発信し 、 自然を 楽

し めるまちを目指し ます。

○魅力的な農産物の生産と ブラ ンド 化を 進め、 地域の

活性化につなげます。 また、 食でつながる一体感の

醸成と 地域への愛着を育みます。

＊1  正式名称は「 特に水鳥の生息地と し て国際的に重要な湿地に関する条約」。 締約国には各湿地の管理計画の作成・ 実施、 各条約湿地のモニタ リ ン

グ、 湿地の保全に関する自然保護区の設定、 湿地の保全管理に関する普及啓発・ 調査などが求めら れる。

＊2  市民と 市が協働し て、 地域のまちづく り やその他の諸課題に取り 組み市民自治の推進を図るため、 おおむね小学校区を基本単位と し て、 自治会・

町内会を中心に様々な団体等で構成さ れた組織のこ と 。

区民が主役の活力あ る ま ち

○自治会・ 町内会、 地域コ ミ ュ ニテ ィ 協議会＊2 など、

地域における 自治を 進め、 区民と 区役所が共に地域

課題に取り 組みます。

○大学と 地域がお互いにより 身近な存在と なり 、 大学

の知と 学生の力が、 地域に賑わいと 活力を 生み出す

まちを目指し ます。

○大学、 公民館、 図書館などの学びの場を 活用し 、 地

域に根差し た学び合いを 応援する と と も に、 豊かな

まちづく り に向けて多様な連携を深めていき ます。

○地域の歴史や音楽などの文化活動や、 スポーツ など

に親し む人を応援し 、 区の活力につなげます。

青山海岸海水浴場 地域と 中学生の地域課題解決に向けたワーク ショ ッ プ

ラ ムサール条約湿地の佐潟

小学生向け運動教室
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西 蒲 区
豊かな自然、 歴史と 文化のかおり に満ちあふれ、

人と 人と があたたかく つながるまち

上堰潟公園から 見た角田山

緑広がる田園風景
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西蒲区は海・ 山・ 平野に抱かれた自然豊かな環境にあり 、 四季折々の魅力にあふれたエリ アです。

肥沃な越後平野には水田や畑が広がり 、 稲作を 中心に、 園芸作物の生産も 盛んです。

また、 いにし えより 人々の暮ら し が連綿と 続く 歴史・ 文化と 観光のまちでも あり 、 北国街道の湯治場

と し て栄えてき た岩室温泉のほか、 名所、 史跡も 数多く あり ます。

区の概要

地勢

〇西蒲区は、 新潟市の南西部に位置し 、 南区、 西区お

よ び長岡市、 燕市、 弥彦村と 隣接し ており 面積は市

内８ 区の中で最大です。

〇区の内陸部は広大な優良農地があり 、 信濃川の分流

である西川と 中ノ 口川が流れています。

〇沿岸部は日本海に面し 風光明媚な越後七浦海岸と 角

田山、 多宝山、 上堰潟を 有し ており 、 その周辺は佐

渡弥彦米山国定公園に指定さ れています。

産業

〇8 区の中でも 農家戸数が最も 多く 、 経営耕地面積も

最大です。

〇広大な農地では、 稲作を 中心に、 柿・ いち じ く を は

じ めと する果樹や、 すいか・ ながいも など多様な園

芸作物の生産が盛んです。

〇農家レ スト ラ ン や農産物・ ワイ ン 等の直売所など６

次産業化＊1の取組により 、 周辺観光産業と の相乗効

果が生まれ、 賑わいをも たら し ています。

〇交通アク セスに恵まれた製造・ 物流拠点である漆山

企業団地のほか、 1 1 の工業団地を有し ており 、 特色

のある企業が事業を展開し ています。

〇恵まれた自然環境や歴史文化資源を 活かし た観光も

重要な産業であり 、 中でも 北国街道の湯治場で、 開

湯から 3 0 0 年を 超える 歴史ある岩室温泉は、 新潟市

唯一の温泉街と し て県内外から 多く の観光客が訪れ

ています。

区の特色

交通

〇主要な道路は、 区の中央部に地域の社会・ 経済活動

を 支える 国道1 1 6 号が、 海岸線には奇岩織り 成す景

勝が楽し める 越後七浦シーサイ ド ラ イ ン（ 国道4 0 2

号） がそれぞれ南北方向に通り 、 それら を 結ぶ国道

4 6 0 号が東西方向に通っ ています。

〇区外と つながる 幹線交通は、 区の中央部を 南北に縦

断するJR越後線と 、 東部を縦断し 多数の高速乗合バ

スが走る 北陸自動車道があり 、 交通結節点＊2と し て

巻駅・ 越後曽根駅・ 岩室駅の3 駅と 、 大規模駐車場

を 備える 巻潟東イ ン タ ーチェ ン ジが重要な役割を 果

たし ています。

〇区内の移動を 担う 交通と し て、 各交通結節点に接続

する路線バスが運行さ れています。

上空から 見た角田山

＊1  農林漁業者（ 1 次産業従事者） が原材料供給者と し てだけではなく 、「 地域資源」（ 農林水産物、 バイ オマス、 自然エネルギーなど） を有効活用し 、

加工（ 2 次産業）、 流通（ 3 次産業） に取り 組み経営の多角化を進め、 農山漁村の雇用確保や所得の向上を目指すこ と 。

＊2  バスのほか、 電車やタ ク シー、 自動車、 自転車など様々な交通手段の接続が行われる乗り 換え拠点のこ と 。
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豊かな自然、 歴史と 文化のかおり に満ちあふれ、

人と 人と があたたかく つながるまち

目指す区のすがた

魅力あ ふれる 農水産物を 供給す る ま ち

〇「 田園の恵みを 感じ ながら 心豊かに暮ら せる日本海

拠点都市」 にふさ わし い広大な優良農地や、 ２ つの

漁港を 備える 立地を 活かし 、 高品質で多様な「 西蒲

ブラ ン ド 」 の農水産物の供給拠点と なる まちを 目指

し ます。

〇生産者と 消費者の交流を 深める 農業体験や、 生産か

ら 加工・ 販売まで手がける6 次産業化の推進によ り

農業・ 水産業の魅力を 伝える と と も に、 力強い農業

生産基盤などを 整備・ 保全する こ と で、 将来の担い

手が育つまちを目指し ます。

観光と ス ポーツ ・ レ ク リ エ ーシ ョ ン のま ち

〇越後七浦海岸、 角田山、 多宝山、 上堰潟などの豊か

な自然環境や北国街道を はじ めと し た歴史文化など

の観光資源と 岩室温泉を エリ ア全体で結び、 地域一

体と なっ て多様な楽し み方ができ る 観光拠点と なる

まちを目指し ます。

〇自然環境や観光資源を 活かし 、 ス ポーツ・ レ ク リ

エーショ ン の普及・ 推進を 図る こ と で、 誰も が楽し

く 暮ら すこ と のでき るまちを目指し ます。

区の将来像

越王おけさ 柿 ウオーキングスポッ ト である上堰潟公園

いちじ く 「 越の雫」
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歴史と 文化が生き 続け る ま ち

〇遺跡や北国街道など、 数多く 残る歴史文化資源の保

全と 語り 部の育成を し ながら 、 いにし えから こ の地

に連綿と 続く 人々の営みと 歩みを伝え続けます。

〇文化施設を 拠点と し て、 地域の文化活動やまつり 開

催を 支援し ながら 、 古く から 伝わる 郷土玩具の「 鯛

車」 や「 のぞき から く り 」、「 越後にし かわ傘ぼこ 」

など西蒲区の誇る文化を 内外に積極的に発信する と

と も に、 次代に継承するための人材育成に取り 組み、

後世まで伝え続けます。

人が行き 交い 、 に ぎ わい と 活力が 

あ ふれる ま ち

〇地域の実情に合っ た公共交通体系を 深化さ せ、 誰も

が移動し やすく 安全な交通環境を 整えるこ と で地域

の交流促進を 図り 、 人が行き 交う 賑わいのある まち

を目指し ます。

〇高速交通アク セスに恵まれた立地条件を 活かし た製

造・ 物流業の活性化や、 商工業の更なる 振興によ り

雇用創出を 図る こ と で、 活力あふれる まちを 目指し

ます。

〇交流人口の拡大や関係人口＊1 づく り を 進め、 地域内

外の行き 来を 活性化さ せる と と も に、 定住人口確保

を図るこ と で、 持続可能なまちを目指し ます。

人の和でつながる 

安心・ 安全なあたたかいまち

〇地域ぐ る みで支え合う 人の和を 育み、 誰も が笑顔で

暮ら し 続けら れるよ う に、 安心・ 安全で快適な生活

基盤を つく り 、 あたたかみあふれる まち を 目指し ま

す。

〇地域の誰も が次代を 担う 子ど も たち の成長を 支え、

学び合いを 通じ て人と 人と のつながり が生まれ、 広

がるまちを目指し ます。

〇健康づく り に対する意識啓発によ り 健康寿命の延伸

を図ると と も に、 子ども から 高齢者、 障がい者まで、

誰も が地域の中でいき いき と 暮ら すこ と のでき る ま

ちを目指し ます。

〇地域課題の解決に向け、 区自治協議会＊3 や地域コ

ミ ュ ニティ 協議会、 自治会など、 住民自治を 担う あ

ら ゆる主体が連携を 深め、 一人一人に寄り 添う 、 区

民が主役のまちを目指し ます。

西蒲区　 区バス＊2

地域課題の解決を目指す区自治協議会

郷土玩具「 鯛車」 伝統ある「 越後にし かわ傘ぼこ 」

＊1  地域内にルーツのある者や過去の勤務・ 滞在等の何ら かの関わり がある者など、 地域と 多様に関わる人々のこ と 。 移住し た人を含みその地域に住

んでいる「 定住人口」、 観光目的やビジネス目的などでその地域を訪れる「 交流人口」 と は異なる。

＊2  区制導入に伴い区役所への移動など新たに生じ る移動ニーズや区のまちづく り に対応するこ と を目的に、 区が運行計画を立案し 、 交通事業者に委

託し て運行する乗合バスのこ と 。 託し て運行する乗合バスのこ と 。

＊3  市民自治の推進を図るために、 区民等と 市をつなぐ 「 協働の要」 と し て平成1 9 （ 2 0 0 7 ） 年度に各区に設置さ れた市長の附属機関のこ と 。
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